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平成26年度予算見積調書

B53

課室名:課室名:生産振興課

内線:内線:4144

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成19年度～
平成27年度

会計 款 項 目

一般会
計

農業費農林水
産業費

園芸農産振興
費

説明事業

米麦産地育成対策費

戦略項目

担当名:担当名:主穀担当

なし 08　　　埼玉農業の競争力強化

030201　収益力ある農業の確立

予算額

決定額 2,3292,329

前年額 2,8202,820

2,3292,329

2,8202,820

△491△491

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

水稲高温対策特別事業

１　事業の概要

　　水稲生育期間の高温化傾向が顕著になっており、白

　未熟粒等の多発による品質低下が大きな問題となって

　いる。

　　そこで、新品種の育成から関係機関との連携による

　品質向上対策、生産現場における技術対策の普及指導

　までの総合的な対策を実施する。

（１）｢彩のかがやき｣品質確保推進事業　　   277千円

（３）高温登熟障害に強い水稲生産技術開発事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,968千円

（４）暑さに負けない水稲新品種育成事業　 6,656千円

２　事業主体及び負担区分

　　（県10/10）

３　地方財政措置の状況

　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　　  　9,500千円×11人＝104,500千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　｢彩のかがやき｣品質確保推進事業　　　　　　　　 277千円
　　イ　水稲高温対策特別普及活動事業　　　　　　　   2,052千円

（２）事業計画
　　ア　｢彩のかがやき｣品質確保推進事業
　　　　指導機関を対象とした研修会を実施するとともに、高温対策を中心とした栽培管理資料を作成・配布する。
　　イ　水稲高温対策特別普及活動事業
　　　　高温対策技術の実証、品種・作期の変更等の現地実証試験を実施し、効果の確認を行うとともに、講習会等によ
　　　り技術対策を周知する。

（３）事業効果
　　　現地での技術普及、指導機関の技術向上、高温耐性品種の育成により、｢暑さに負けない埼玉の米づくり｣を確立す
　　る。

　　　ＪＡ等の農業団体との連携
（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況

（５）その他
　　　なし

(単位：千円)

（２）水稲高温対策特別普及活動事業       2,052千円

分野施策


